
（様式例） 

※虚偽の疎明であると労働局（安定所）が判断した場合には、支給を受けることが出来ない

こと、また、既に支給決定を受けていた場合には、支給を受けた金額をすみやかに返還す

ることに同意します。 

疎明書 

 

                            ［期間］に、 

対象労働者          ［対象労働者名］の実労働時間の減少がありました。

この実労働時間の減少は、新型コロナウイルス感染症の影響により、 

                                

［原因］ためであることを疎明します。 

（なお、実労働時間の減少を回避するため、                   

［代替案等］を検討する等、最大限尽くしたにも関わらず、  

実労働時間を減少せざるを得なかったことを申し添えます。） 

 

     住所  

 

事業主  名称  

 

     氏名            印 

 

令和   年   月   日 


